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延するため粘神科にコンサル|､された症例．似眠

下痢，尖洲，呂ilt不良などの身体症状をi泌め，炭酸

リチウム6()()Inglﾉ､lllll'l !であったことから， リチウ

ム' ' 11|録われた．血'=|!淡度illll定しLi3.14mE(1/Lと

'|' jlfjj'Rであったため, hli液にてwilsll()lllした. !1!

'|<神経j,樹ﾉ<，心晒IXI)'"i#, ii'i化器1,ii状は経時的に

改i!;し, 1か11後には後遺椛なく退院した．

【考察】 リチウム!|I赤の症状は， ！ | !枢神締症状，

ii'i化器症状，術環器症状, !ffl;厳'jifなど多岐に波る．

本ﾘ!1i例は, rli版の盛Ⅱ薬Iﾉ1111iによってリチウムII'

"を生じ，絲11摂取|水l雌となったことによる脱

水. !汁機能陣,ifの進行により， リチウム'l'ifの虹

なる悪化を州いたと号えられる． リチウム!|1砿の

-1＄防・ 1 ，ﾘﾘ1発兇のためには，そのil''|#を誘発しや

すい蝿klやﾉﾙﾘl症状についてIMliが熟知するとと

もに，忠-行及びその家族に祝Iﾘ'し症状出現時には

速やかに医旅機関受診するよう指導することが大

切である．

ら苫miによる同恵を僻た．

【結果】退院日から外来での体Inillll定Hまでの平

均[l数は1246±187H．忠荷のWりBMIは入院

時26．6±4．3kg/m2．退院時25.4±3.6kg/m2で

有意に減少し (t=3.878,p=0.01),外米辿院時

27.0±5.6kg/m2でｲi意に墹加した(1=-2.360,

p=0.03). !|!性脂肪il血は入退院llf,外来辿院時で

変化なかった．総コレステロールIIIIは入院llfl82.0

mg/dL退院時185.3mg/dLと変化なく，外米通

院時217.3mg/dLとf『意に上昇.した (1=-3.941,

p=0.01).HDLコレステロールil'!Iは人院llf63.3

mg/dL,退院時55.2mg/dLでｲ『意にIIRドし (t=

2.302, 1)=0.04),外来通院時62.9mg/dLと｛『意に

上昇した (I=4.130,p=0.00).空IIMII#lllilili''iは

入院時99.4mg/dL,退院時88.8mg/(ll.で有意に

低|ざし (t=2.952, I)=0.01),外来通院時112.3

mg/dLと｜部したが統計学的にはｲｲ通傾向に{Wま

った(I)=().08).

【考察】入院した心者は一時的に体!n減少する

が，心理教ffを受け退院しても，外米辿院II!にW

度体砿墹加することがIﾘlらかとなった．今後外来

でも体亜墹加を予防する指導を継統的に行うべき

だと琴えられた．

4 口腔乾燥感にmemalllineが奏功したl例

lll尻災〃々・商弧 ルli,|え．葡地 佑

|｢illl 畷太

IIW:小出柄院ド,'i神神綴科

【はじめに】商齢荷が器'I'i的災湘ﾘi見を|､ドわず口

|帷乾燥感を|些|党する猟度は商いが，いまだ治旅法

は碓立されていない．今1回l我々は，猟符なl l膝乾

燥感をl21'地し，多飲水から低Nalmﾘjiiに頼ったが，

memantill(J投与により改浮した1例を経験したの

で報;!了する．

症例は83波， ｿ)性.既il3I峡にIji発性ｲﾐ眠あり．

【現揃雌】X-2年より記鏥ﾉJ低ドを自覚した.X

年8)1，全身倦怠感を呈し,A病院で低Nalil症と

診|(I『され, 2庇入院をしたが, 1)jilklとなる災常所兇

は認められず，糀神症状評illli目的にliil ll24H,当

科紹介初I診した．経度のiig)11機能低ドをI認めたが，

生活陳'!ifはi認めず， 【他の特定される身体症状症疑

い，髭いのあるアルツハイマー病による”変認知

陳'!if (I)SM-5)】 と診断し，通院や1:,'iiifは希望さ

れず退院した．退院後，全身倦怠感がjW悠し, liil院

3急性心筋梗塞による意識障害と考えられ内科

入院となった後にリチウム中毒と判明したl例
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【はじめに】炭酸リチウムは双極性陳11読療にお

ける第一選択薬として，広く処方されている． し

かし，炭酸リチウムは治療城と!|!倣城が近接して

いるため，定IWI的な血中濃度の測定が強く惟奨さ

れている．それでも繩々の典|klによる炭駿リチウ

ムのlil'l!淡度上昇により, !|!滋症状を呈すること

があるため，注恵が必要である．我々は，意識障審

の原lklがリチウム'l!赤であった1例を経験したの

で報告した．

症例は72股，女性． ,急性心筋仙唯を疑われ当院

内科に入院し, *,'i代・治療されたが恵I洲叩諜が進


